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知
床
半
島
の
付
け
根
、斜
里
岳
（
１
５
４
７
メ
ー
ト
ル
）

の
麓
に
広
が
る
美
し
い
畑
作
地
帯
に
あ
る
の
が
清
里
町
だ
。

小
麦
、
ビ
ー
ト
、
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
大
規
模
生
産
地
と
し
て

知
ら
れ
、
日
本
で
初
め
て
「
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
」
を
製
造

販
売
し
た
焼
酎
の
町
。
人
口
は
本
年
10
月
末
日
現
在
４
０

１
９
人
で
あ
る
。

　

清
里
町
は
１
９
４
３
年
に
現
在
の
斜
里
町
と
小
清
水
町

か
ら
分
村
し
て
誕
生
し
た
。
こ
の
地
域
の
農
地
開
拓
は
大

正
時
代
か
ら
始
ま
り
、鉄
道
敷
設
も
同
時
に
進
ん
だ
の
で
、

沿
線
へ
の
入
植
が
進
ん
だ
。

　

清
里
町
が
、
町
を
代
表
す
る
特
産
品
の
開
発
に
着
手
し

た
の
は
１
９
７
５
年
。
当
時
、
十
勝
管
内
池
田
町
の
十
勝

ワ
イ
ン
が
一
大
旋
風
を
巻
き
起
こ
し
て
い
た
。

　

ま
ず
、
九
州
の
芋
焼
酎
の
よ
う
に
、
特
産
の
ジ
ャ
ガ
イ

モ
を
使
っ
て
北
海
道
ら
し
い
焼
酎
を
作
れ
な
い
か
と
考
え

た
。「
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
」な
ど
、ど
こ
に
も
な
い
時
代
だ
。

町
は
、
醸
造
技
術
の
開
発
を
、
４
月
に
採
用
し
た
ば
か
り

の
新
人
町
職
員
、
後
に
同
町
焼
酎
醸
造
所
所
長
を
務
め
る

故
・
長
屋
将
木
氏
に
託
し
た
。
長
屋
氏
は
国
税
庁
醸
造
試

験
場
第
４
研
究
室
に
同
年
４
月
か
ら
１
年
間
、
研
修
生
と

し
て
学
ん
だ
。
南
九
州
の
焼
酎
工
場
や
八
丈
島
の
焼
酎
会

社
で
も
見
学
や
実
習
を
重
ね
、
焼
酎
の
歴
史
や
焼
酎
と
食

文
化
な
ど
の
貴
重
な
体
験
を
携
え
、翌
年
、清
里
町
に
戻
っ

た
。

　

町
は
こ
の
年
、
製
造
工
場
を
建
設
し
、
酒
類
試
験
製
造

免
許
を
取
得
し
て
試
験
製
造
を
始
め
る
。
小
さ
な
町
営
醸

造
所
の
誕
生
だ
。
当
時
の
様
子
を
長
屋
氏
は
「『
じ
ゃ
が

い
も
焼
酎
』
は
造
っ
て
み
た
も
の
の
、
芋
（
甘
薯
）
焼
酎

の
よ
う
な
香
り
も
味
も
出
ず
、そ
の
難
し
さ
を
痛
感
し
た
」

と
記
し
て
い
る
（
日
本
醸
造
協
会
誌
（
２
０
０
７
年
第
４

号
）。
そ
の
後
、
醸
造
方
法
を
一
つ
一
つ
丹
念
に
研
究
し

１
９
７
９
年
、
待
望
の
本
格
焼
酎
「
き
よ
さ
と
」
の
販
売

に
こ
ぎ
着
け
る
。

　

し
か
し
、
西
日
本
と
の
焼
酎
文
化
の
違
い
で
、
大
き
な

壁
に
ぶ
つ
か
っ
た
。
九
州
で
は
、
ふ
く
よ
か
な
香
り
の
芋

焼
酎
や
麦
焼
酎
な
ど
の
乙
類
が
主
流
で
、
お
湯
割
り
な
ど

で
飲
む
が
、
北
海
道
は
、
ピ
ュ
ア
で
安
価
な
甲
類
が
ほ
と

ん
ど
。
ウ
メ
ジ
ュ
ー
ス
や
番
茶
で
味
を
付
け
て
飲
ん
で
い

た
の
だ
。
そ
れ
な
の
に
完
成
し
た
「
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
」

は
芋
焼
酎
の
よ
う
な
香
り
豊
か
な
乙
類
だ
っ
た
。
い
ま
で

こ
そ
、
乙
類
の
愛
好
者
が
増
え
て
い
る
が
、
当
時
、
北
海

道
で
販
売
す
る
に
は
、「
九
州
で
生
ま
れ
た
本
格
焼
酎
」

は
苦
戦
し
た
の
だ
。
で
も
、
改
良
に
改
良
を
続
け
た
結

果
、
全
国
ブ
ラ
ン
ド
の
人
気
じ
ゃ
が
い
も
焼
酎
「
北
海
道

　

清
里
」
に
こ
ぎ
つ
け
た
。
２
０
１
４
年
に
製
品
の
ラ
イ

ン
ア
ッ
プ
を
基
本
４
種
類
に
整
理
し
、
ボ
ト
ル
デ
ザ
イ
ン

も
一
新
。
こ
の
ボ
ト
ル
は
15
年
度
グ
ッ
ド
デ
ザ
イ
ン
賞
を

受
賞
し
、
焼
酎
の
売
り
上
げ
も
急
増
し
て
１
億
円
を
超
え

て
い
く
。

　
「
北
海
道　

清
里
」は
４
種
類
あ
る
。
７
０
０
ミ
リ
リ
ッ

ト
ル
25
度
（
税
抜
き
１
２
５
０
円
）、
同
・
樽
（
同
１
３

８
０
円
）、
同
44
度
原
酒
（
同
３
２
０
０
円
）、
同
44
度
原

酒
５
年
（
同
５
０
０
０
円
）
だ
。
一
番
人
気
は
「
樽
」
で
、

じゃがいも焼酎「北海道 清里」や特産品の販売をおこなっ
ている「きよ～る」では、焼酎の試飲もでき、焼酎の町内
限定品の一升瓶や、摩周湖水系の水で醸造した「神の子池」
もある

青 木 和 弘

オホーツク管内清里町

日本初のじゃがいも焼酎
清里焼酎醸造所
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薄
い
色
が
付
い
て
い
る
。
水
割
り
で
も
ロ
ッ
ク
で
も
、
お

湯
で
割
っ
て
も
飲
み
や
す
い
。
ど
の
製
品
に
も
共
通
す
る

の
は
ま
ろ
や
か
な
口
当
た
り
と
や
さ
し
い
味
わ
い
だ
。
限

界
の
度
数
と
も
い
え
る
原
酒
は
、
が
っ
ち
り
冷
や
し
て
と

ろ
り
と
し
た
味
わ
い
を
楽
し
む
の
も
い
い
。
ち
な
み
に
清

里
町
は
北
緯
44
度
だ
と
い
う
。

　

原
料
は
、
麹
（
こ
う
じ
）
づ
く
り
の
ベ
ー
ス
に
大
麦
を

使
う
。
麹
は
白
麹
で
、
黒
麹
よ
り
ソ
フ
ト
な
味
わ
い
に
な

る
。
主
原
料
の
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
清
里
産
の「
コ
ナ
フ
ブ
キ
」

で
、
主
に
デ
ン
プ
ン
加
工
用
の
品
種
だ
。
色
が
白
く
デ
ン

プ
ン
含
有
量
が
非
常
に
多
い
の
で
、
焼
酎
造
り
と
相
性
が

と
て
も
い
い
の
だ
。
水
は
斜
里
岳
水
系
の
透
明
度
抜
群
の

清
水
で
あ
る
。

　

醸
造
所
で
は
８
月
下
旬
か
ら
11
月
上
旬
に
か
け
て
醸
造

風
景
を
ガ
ラ
ス
越
し
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
。

ヨーロッパの古城を思わせる清里焼酎醸造所。晴れていると背景に斜里岳が見える。７月中旬ごろは周囲にジャガイモ
の花が咲き誇ってみごとだ。冬は真っ白な雪に包まれた風景も実に美しい

摩周湖の伏流水が湧きだしているといわれる神の子池は阿
寒摩周国立公園内にあって透明で美しいブルーの水をたた
えている。いまでは清里町一番の人気観光地だ


